


【プログラム】

	日程
	時間
	テーマ
	講師（敬称略）

	5月

21日

(土)
	13:00～

14:30
	総論：虐待をする親等への考え方・支援のあり方

虐待体験と虐待傾向（過去の虐待を受けた体験、過去のDV体験）
	国立成育医療研究センター　

こころの診療部長　　奥山　眞紀子

	
	14:40～

16:10
	虐待をしてしまう親の心理的傾向　

～チェックリストから～
	山梨県立大学　人間福祉学部　
教授　　　西澤　　哲

	
	16:20～

17:00
	講師陣による質疑応答

	5月

22日

(日)
	9:00～

　 10:30
	親の発達障害傾向の認知と虐待
～理解と予防～
	国立成育医療研究センター　

育児心理科　医長 　笠原　麻里

	
	10:40～

12:10
	発達障害児の親のペアレント・トレーニングと虐待予防
	北海道大学大学院　教育学研究院　

　　　　　　　　　 教授　　田中　康雄

	
	12:10～

13:10
	昼　食　（　各自でお取り願います　）

	
	13:10～

14:40
	地域での親支援
	医療法人　井上小児科医院

院長　　井上　登生

	
	15:00～

16:30
	講師陣による総合討論
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虐待に至る親への理解と支援


～虐待を食い止めるために～





※　時間割・テーマ等については、多少内容が異なる場合があることをお含みください。





期　　日：201１年５月２１日（土）・２２日（日）


受講対象：子どもの虐待・いじめ防止・子どもの援助に携わる全ての専門職、行政職、民間団体、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの方


定　　員：１20名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１２,０００円 (税込み、昼食は各自でお取り願います)　


会　　場：明治安田こころの健康財団　講義室　


（東京都豊島区高田3-19-10　03-3986-7021）


	ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約7分


主　　催：財団法人　明治安田こころの健康財団 　ＴＥＬ：０３ -３９８６ -７０２１





子ども虐待をしてしまう親の中で、虐待をしたくてしている親はほとんどいないと言ってよいでしょう。虐待をしてしまう親の多くは“何故か”虐待に至ってしまうのです。そのような親の心理を理解し、支援することは虐待を減少させる一歩であることには間違いありません。また、親の心理を理解することは、親支援に役立つばかりでなく、危険度の判定や家族全体のソーシャルワークにも重要です。虐待死の検証を行ってみると、「子どもの安全確認」だけが強調され、親の心理に思いが至らないために先の危険を予測できないことは稀ではありません。しかしながら、虐待をしてしまう親の理解は遅れているのが現状です。


そこで、今回は虐待をしてしまう親、特に子どもの身近にいる母親に視点を当てて、虐待という行動の背景についての研修を企画しました。初日には、被害体験と虐待傾向の関係、虐待をしてしまう親の心理的特性について考えます。２日目には、発達障害に焦点を当て、発達障害の傾向のある親の育児の困難さと発達障害を持った子どもへの養育支援、そして実際の地域活動のお話から地域における具体的な親支援のあり方を考えます。


　本研修を通して、虐待をしてしまう親への理解が進み、支援の方法に示唆があり、親支援が進むことを期待しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【国立成育医療研究センター　こころの診療部長　奥山　眞紀子】
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